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績
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t首

護

捗

担

白

理

論

第
二
十
九
告

O 

第

抑

O 

持

銀

ι} 

理

論

( 

ー
) 

l向

田

保

J品

~I 
k 

て
勢
力
説
白
立
場
か
ら
且
た
る
努
臥

1
i
.一
、
捗
以
内
ビ
ヲ
ミ
ド
ヘ

u
i前
税
所
抽

)
I
l
-
-
1
捗
以
白
話
仏
中
山
北
町
|
|

凶
、
川
時
詑
の
時
時
戸
以
上
ふ
批
断
杭
)
|
i
-
h
.
掛
仙
組
ム
刊
去
の
以

一一、
労
銀
の
差
等
の
説
明

然
ら
ば
比
勢
録
仁
於
け
る
ピ
ラ
ミ
ド
的
組
織
は
如
何
に
し
て
生
中
る
か
。

こ
れ
が
説
明

ω第
一
歩
は
、
何
故
仁

勢
銀
に
差
等
あ
る
か
を
明
に
す
る
に
あ
る
o

戒
は
所
謂
高
等
な
る
労
働
を
普
通
の
労
働
に
泣
一
克
す
る
事
に
よ
り

τ

此
差
等
を
説
明
し
よ
う
己
試
み
ら
れ
る
。
然
れ
ど
も
、

二
者
が
そ
の
負
捻
者
を
金
〈
異
に
し
て
ゐ
る
場
合
、
仕
事

そ
の
も
の
ご
し

τは
、
前
者
の
一
m
単
位
を
後
者
の
幾
車
位
か
に
還
元
す
る
方
法
が
会
〈
な
い
筈
で
あ
る
o
勢
録
的

差
異
を
標
準
ご
し
て
の
進
一
元
一
で
あ
れ
ば
、
比
漣
一
克
に
よ
b
て
労
銀
を
説
明
す
る
の
が
明
白
な
る
循
環
論
法
で
あ

る
。
或
は
極
秘
外
的
報
酬
の
多
寡
を
楳
準
正
し
て
、
仕
事
の
不
潔
な
る
も
の
、
日
耽
曾
的
不
名
巻
を
伶
ム
も
の
は
労

銀
高
し
=
一
エ
ふ
風
に
、

そ
の
差
等
を
説
明
し
得
べ
き
か
じ
も
見
え
る
o

併
し
な
が
ら
、
大
耀
か
ら
楓
察
す
れ
ば
、



こ
れ
ら
は
僅
に
同
一
段
府
内
仁
於
け
る
勢
働
聞
の
第
銀
の
差
異
の
、
而
も
僅
に
一
部
分
を
設
明
す
る
に
過
ぎ
す
、

段
居
を
異
に
す
る
芭
き
に
は
、
級
協
例
外
的
制
酬

ω大
な
る
も

ω
ほ
ど
労
銀
も
ま
た
高
い
。
或
は
捗
働
者
の
殺
育
設

練
習
設
を
中
心
ご
し
て
、
生
産
費
誌
に
よ
る
設
明
を
試
み
ん
ご
す
る
も

ωが
あ
る
o

然
れ
Y
」
も
、
致
育
費
等
の
差

等
己
努
銀
の
差
等
Z
は
極
め
て
不
釣
合
な
る
場
合
が
多
き
の
み
な
ら
争
、
寧
ろ
之
を
一
般
己
す
る
。
且
つ
ま
た
熟

統
が
仕
事
の
裡
に
得
ら
れ
て
費
用
を
要
せ
f
c
る
誌
も
少
か
ら
す
。
従
ひ

τ此
説
明
は
支
持
す
べ
か
ら
5
る
も
の
で

あ
る
。
最
後
に
、
帥
労
働
の
各
部
介
市
場
の
需
給
の
附
係
官
中
心
ご
し
、
持
仰
の
牧
盆
力
、
加
b
一日比

ω羽
r

引
の
努

倒
じ
よ
h
τ
符

ιる
、
生
産
物
岡
田
絡
み
増
減
に
よ
ち
、
労
銀
的
差
等
を
設
明
判
、
む
ピ
す
る
試
み
が
成
立

L
得
る
。

然
れ
ど
も
此
主
張
£
て
も
容
易
に
賛
同
す
る
こ
ご
は
出
来
ぬ
。
勢
仙
の
牧
益
力
を
決
す
る
も

ωが
捗
鎮
の
大
き
そ

の
も
内
に
し
て
、
後
者
が
前
者
に
よ
り
て
支
配
せ
ら
る
、
ご
一
五
ふ
こ
ご
は
、
少
〈
ご
も
原
則
的
に
支
持
し
難
い
鮎

で
あ
ら
う
υ

暫
〈
之
を
外
に
し
て
見
る
も
、
帥
労
銀
の
差
等
ピ
労
働
の
牧
盆
力
の
差
等
ご
は
相
一
致
せ
歩
、
又
は
相

平
行
せ

g
b
こ
吉
、
依
h
に
顕
著
で
あ
一
る
。
優
秀
な
る
熟
練
正
ピ
不
叫
訓
練
勢
働
者
正
の
数
銀
の
差
異
は
立
(
牧
盆
力

(
一
人
を
増
減
す
る
一
』
ご
に
よ
b
て
増
減
す
る
生
産
物
倒
額
正
見
て
)
の
差
異
に
比
し
て
頗
る
小
な
る
場
合
は
頗
る

多
い
o
h
m
論
、
帥
労
働
の
股
盆
カ
の
多
少
が
労
銀

ω差
等
ご
聞
係
な

L
Z
は
云
は
す
、
前
者

ω品
偶
者
に
及
ぼ
す
作
用

を
も
認
め
る
が
、
後
者
が
根
本
的
に
前
者
に
よ
h
て
説
明
せ
ら
る
ぺ
し
ご
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。

割
払
見
に
よ
れ
ば
、
時
労
相
棋
の
差
等
は
、
其
根
本
仁
於
て
、
勢
力
闘
・
品
悼
の
結
果
で
ゐ
る
o

例
へ
ば
、
努
仙
の
段
屠
A

論

叢

批

世

銀

自

迎

諭

第
二
十
九
容

第

量E



諭

議

努

銀

由

理

詰

第
二
十
丸
魯

第

捜

B
C
D
等
に
慮
じ
て
、

Aω
労
銀
は
百
、

B
の
そ
れ
は
入
十
、

C
の
そ
れ
は
六
十
で
ゐ
る
ご
す
る

G

-
-
ト
・
h

何
事

を
意
味
す
る
り
で
あ
る
か
。

A
の
枇
曾
的
勢
力
は
百

rけ
の
獲
得
を
主
張
し
強
要
す
る
に
足
る
こ
子
三
山
し

B 

C
な
V
」
は
夫
れ
夫
れ
八
十
、
六
十
の
獲
得
す
る
だ
け
の
勢
力
め
る
こ
芭
を
意
味
す
る
o

彼
等
は
暑
の
一
位
骨
量
同
努
力

の
ゆ
ゑ
に
、
時
々
の
提
供
す
る
労
働
の
代
償
正
[
て
こ
れ
に
け
の
大
さ
を
要
求
す
る
o

企
業
者
は
こ
の
勢
通
ご
共
純
一

の
生
産
嬰
恭
子
宮
山
来
る
ど
け
有
利
な
る
組
合
せ
仁
於
E
結
合
す
る
、
生
産
物
の
見
込
山
一
般
格
、
数
量
に

4
り

t
.
・
夫
れ
夫
れ
ど
れ
ど
り
の
労
働
を
需
要
す
べ
き
か
を
考
へ
る
。
此
需
要
の
益
企
業
者
を
逝
じ
た
る
畑
出
ユ
Z
-
V
一
定

の
段
居
の
労
働
に
劃
す
る
需
要
凪
欽
を
な
す
。
而
L
て
、
共
勢
働
の
需
要
が
供
給
に
及
ば
，
S
れ
ば
、

り
結
末
が

生
中
品
。
供
給
者
た
る
労
働
者
が
共
要
求
を
和
げ
て
供
給
促
碕
合
引
き
下
C
る
か
、
又
は
需
要
岩
が
一
退
歩
す
る
こ

ご
で
あ
る
。
蓋

L
一
定
的
伶
剰
を
見
込
め
る
企
業
者
に
ゐ

h
て
は
十
分
に
地
譲
歩
の
品
開
地
が
存
す
る
な
完
工
す
る

か
ら
で
ゐ
る
。
何

μ
に
せ
よ
、
勢
カ
閲
係
が
夏
に
其
作
用
を
総
〈
る
こ
ご
じ
よ
h
、
需
紛

ω合
致
、
勢

F

一
孟
り
決
定

を
見
る
。

此
際
、
企
業
者
の
営
利
的
打
算
は
如
何
な
る
道
行
を
ご
る
か
。
他
の
生
産
要
素
を
副
定
せ
し
む
る
一
-
三
に
よ

h
、
特
定

ω、
従
ひ
て
此
場
合
に
於
て
は
、
労
働
ピ
云
ふ
生
産
要
素
の
限
界
車
位

ω増
減
を
考
へ
、

こ
じ
じ
伴
ふ

生
産
物
償
額

ω増
減
を
推
定
す
る
Q

而
L
て
こ
れ
に
よ
h
て
努
働
の
需
要
債
格
並
び
に
需
要
数
量
を
た
乏
す
る
に

至
る
で
ゐ
ら
う
。
此

ω如
き
が
所
謂
限
界
生
底
力
設
の
主
張
で
あ
る
o
然
れ

Y
一
も
他
の
生
産
要
素
を
国
之
せ
し
め



て
考
へ
る
ご
一
五
ふ
こ

Z
は
、
企
業
者
心
理
を
見
謀
っ
て
ゐ
る
。
企
業
者
は
規
模
の
許
す
限
度
に
於
て
の
最
も
有

利
な
る
組
合
せ
(
生
蕗
要
素

ω
組
合
せ
)
を
考
へ
る
。
そ
れ
の
考
慮
の
材
料
E
な
る
も
の
は
、

一
方
見
込
の
生
産
物

の
傑
格
で
ゐ
h
J
、
他
方
生
産
財
の
見
込
凶
債
格
(
こ
れ
が
所
謂
兎
償
倒
値
を
決
定
す
る
)
で
あ
る
、
後
者
は
そ
の
琢

測
せ
ら
る
、
供
給
債
格
(
生
産
財

ω供
給
者

ω
主
張
す
る
倒
格
)
に
外
な
ら
ぬ
。
需
要
せ
な
正
す
る
妙
働

ω数
量
・

そ
の
需
要
痕
椅
も
比
供
給
樋
格
を
反
映
し

τ見
定
め
ら
れ
る
。
然
る
に
需
要

ω不
調
和
的
柏
崎
、
此
組
合
せ
が
探
定

の
ま
、
の
姿
に

τゆ
他
行
せ
ら
れ
が
た
[
正
す
れ
ば
如
何

Q

一
み
じ
於

τ掛
川
剰
の
減
少
を
甘
受
L
て
自
ら
生
産
財
の

需
要
綱
椅
を
磁
化
せ

L
む
る
か
・
他
方
に
於
て
相
千
を
し
て
供
給
酬
明
格
ぞ
磁
化
せ

L
な
る
か
の
外
に
は
な
い
1

0

而

し
て
此
槌
化
し
に
る
事
情
ド
慮
中
る
一
肋
の
新
な
る
組
合
叫
が
確
定
せ
ら
る
、
で
ゐ
ら
う
o
譲
歩
が
何
れ
の
駄
に
於

て
な
古
れ
、
越
感
が
何
れ

ω
ご
こ
ろ
に
於
て
確
立
せ
ら
る
、
か
は
、

一
に
勢
力
関
係
の
状
態
が
決
定
す
る
。
而
し

て
、
此
際
鋒
働

ω供
給
川
田
絡
の
大
さ
を
定
h
U
る
も
の
は
本
来
・
た
い
勢
働
者
の
勢
力
に
基
(
所
の
要
求
あ
る
の

み
。
そ
れ
が
市
場
の
需
給
紋
侃
に
肱
じ
て
そ
の
ま
、
…
償
格
を
決
定
す
る
能
は
グ
る
に
も
せ
よ
、
そ
れ
は
多
少
の
動

揺
鎚
政
に
よ

h
て
落
付
〈
ぺ
き
債
務
に
落
っ
か
し
む
る
出
畿
財
を
な
す
。
か
〈
て
企
業
者
の
打
算
は
費
用
総
額
ご

生
産
物
の
債
額
正
の
比
較
に
が
し
、
従
ひ
て
・
後
者
を
極
大
な
ら
し
め
む
が
潟
に
前
者
の
組
織
を
宥
利
な
ら
し
め

む
ピ
す
る
。
助
組
織
の
考
慮
の
前
提
を
な
す
も
り
は
生
産
財
的
見
積
債
絡
で
あ
b
、
そ
れ
は
共
供
給
債
格
を
反
映

す
る
o

百S

量量

凪

宮

担

由

理

論

第
二
十
九
省

第

fI}/; 



論

議

捗

銀

由

理

論

第
二
十
九
巻

四

第

銑

同

き
て
、

か
、
る
機
構
に
よ
h
て
労
銀
が
決
定
せ
ら
る
、
ご
せ
よ
。
腕
々
な
る
段
婿
の
帥
労
働
の
供
給
者
(
卸
も
鋒

働
者
)
は
共
此
曾
的
勢
カ
を
同
時
に
す
る
。
従
ひ

τ彼
等
は
此
勢
力
に
臆
じ
て
一
定
の
労
相
蹴
を
要
求
す
る
。
日
曜
も
多

数
な
る
不
熟
練
労
働
者
は
其
勢
力
開
制
善
が
故
に
要
求
す
る
崎
労
働
の
問
問
格
亦
最
も
小
で
め
る
。
熱
紙
持
働
者
以
其
熟

拙
鵬
削
も
刷
刊
殊
の
技
術
の
放
に
枇
曾
的
勢
力
を
有
す
る
‘
従
ひ
て
其
の
要
求
す
る
努
銀
亦
前
者
よ
b
も
大
な
る
を
常

芯
す
る
。
而
し
て
、
事
貨
に
於
て
も
叫
訓
練
労
働
の
生
産
物
が
需
要
の
悶
係
上
‘
特
に
一
向
き
倒
松
山
ρ

支
抑
は
品
、
-
」

ピ
稀
な
ら
下
、
又
か
、
る
労
働
の
供
給
ゃ
、
も
1
れ
ば
不
十
分
な
ゐ
こ
立
が
、
支
酬
は
る
、
、
労
銀
e
V
L
L
て
山
川
大

な
ら
し
む
ο

耳
仁
逃
み

t
.
知
識
柑
労
働
仁
王
h
t
は
一
定
の
数
義
を
裂
し
・
此
秋
義
が
一
見
に
一
局
、
品
川
』
枇
曾
的
勢
力
を

意
味
す
る
リ
而
し
て
か
、
る
勢
力
は
自
ら
・
主
化
之
に
相
仲
ふ
労
銀
の
裂
求
を
伴
ふ
。
知
識
労
働
に
件
ふ
此
滋
養

の
恥
曾
的
勢
力
が
減
少
す
る
こ
ピ
が
あ
る
、
例
へ
ば
高
等
致
育
の
普
及
が
知
識
ド
劃
す
る
曾
重
の
念
を
失
は
し
む

る
が
如
き
で
ゐ
る
。
此
場
合
、
並
(
労
銀
山
低
下
を
見
る
。
然
れ
ど
も
こ
れ
は
耶
な
る
供
給
増
加

ω結
巣
に
非
中
し

て
-
根
本
に
於
て
は
勢
力
闘
係
の
縫
化
に
負
ふ
も
の
で
ゐ
る
。
か
〈
一
氏
ふ
所
以
は
他
な

L
、
数
多
の
段
居
間
の
持
労

仰
の
受
〈
る
労
銀
問

ω差
開
封
は
勢
力
関
係
の
結
呆
吉
見
る
外
に
説
明
の
滋
な
き
が
放
で
あ
る
。
此
主
張
に
封

L
一1

特
に
期
着
な
る
一
二
の
胡
例
少
述
べ
る
。
品
川
人
労
働
及
び
小
児
労
働
の
労
銀
は
一
般
に
低
い
1
0

制
じ
仕
事
の
抑
制
問

に
よ
h
て
は
、
婦
人
ご
男
子
ご
が
全
然
同
一
の
能
率
を
あ
げ
つ
、
、
め
る
仁
拘
は
ら
す
、
前
者
以
後
者
の
三
分
の
一
一

乃
至
竿
分
の
労
銀
を
以
て
は
た
ら
(
。
而
も
こ
れ
は
霊
じ
副
食
的
勢
力
の
結
果
で
あ
る
、
婦
人

ω耐
曾
的
地
位
高



き
枇
曾
に
於
ザ
し
此
差
異
は
小
く
な
る
。
小
児
労
働
じ
つ
い
て
も
同
様
な
る
部
仰
を
看
取
す
る
こ
ど
が
出
来
る
。

歩
を
叫
じ
て
日
本
的
現
在
に
於
け
る
特
有
的
事
怖
を
見
ょ
。
朝
鮮
の
同
胞
が
内
地
に
於
て
受
取
る
労
銀
は
内
地
人

の
そ
れ
よ
り
も
幾
制
か
の
低
位
に
あ
る

Q

こ
れ
も
た
い
Y

枇
曾
的
勢
力
内
関
係
の
結
川
市
ご
し
て
内
み
見
ら
る
べ
〈
、

決
し
て
券
働
品
質
そ
の
も
の
、
結
果
Z
は
考
へ
得
ら
れ
ゲ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
労
銀
は
労
働
の
段
府

ω故
に
ピ
?
と
い
的
組
紙
を
有
す
る
o

而
し
て
此
同
一
段
府
内
に
め
b
て
も
、

叫
官
級
が
均
等
な
h
宝
石
ム
】
』
正
ほ
出
来
ぬ
。
品
質
に
於
け
る
差
等
、

仕
事
に
よ
る
差
等
内
二
一
者
は
決
し

τ宥
池
す

る
こ
デ
ピ
許
苫
れ
山
正
閉
山
ふ
。
第
一
、
同
』
の
仕
相
仁
従
事
す
る
労
働
じ
て
も

H

北
町
強
度
"
技
巧
の
た
め
仁
、
或

は
岡
純
の
生
産
物
を
他
の
普
通
の
も
の
よ

b
も
n
制
に
け
多
く
生
産
寸
る
も
の
が
あ
b
・
戒
は
他
的
普
通
の
も
の

よ
b
も
品
質
に
於
て
精
妙
な
る
も
の
を
出
産
し
、
告
の
粕
川
市
貨
上
償
額
を
は
一
倒
だ
け
多
〈
し
う
る
も
の
も
あ
る
o

此
の
如
き
も
の
に
針
し
て
は
、
北
(
優
越
が
生
前
半
的
な
る
芭
脅
得
的
な
る
ご
を
悶
は
す
、
又
は
勤
勉
に
よ
る
ご
自
動

的
な
る
ご
を
問
は
歩
、

n
例
ピ
一
五
ム
真
上
高
の
差
額
ピ
り
そ
多
く
支
抑
ひ
符
ら
る
、
詳
で
あ
る
。
普
泌
以
下
の
能

率
の
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
o

勿
論
、
こ
れ
ら
の
労
働
に
謝
す
る
第
銀
の
倒
培
叉
は
削
引
は
こ
の
ム
剖
Z

必
A
Y
し
も
令
致

L
符
な
い
U

で
め
ら
う
、
た
u
y

こ
れ
仁
r

泣
き
ご
こ
ろ
の
数
量
に
落
も
う
(
じ
相
叫
訟
は
な
い
w
o

此
貼
以

大
陸
に
於
て
、
所
謁
差
盆
の
原
則
の
要
求
す
る
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
第
一
一
、
同
一
段
居
に
一
尉
す
る
妙
働
で
あ
る
な
ら

ば
従
事
す
る
仕
事
に
差
異
が
あ
っ

τも、
そ
の
聞
融
通
が
符
は
れ
る
や
う
に
も
考
へ
ら
品
、
が
、
北
(
賀
必
十
し
も

白布

川

真剖」

此

宵

相

肱

由

理

論

第
二
十
丸
谷

五

t事

量拠

E 



論

議

勢

録

。

理

諭

第
二
十
九
巻

大

第一一揖

プ可

き
う
で
は
な
い
。
不
熟
維
持
働
の
聞
に
は
比
融
通
印
も
そ
の
一
方
か
ら
他
方
に
移
縛
す
る
こ
吉
、
比
統
的
に
容
易

で
あ
る
け
れ
ど
も
.
そ
れ

zτ
も
習
慣
、

地
理
的
距
離
、
櫨
力
の
差
異
.
岡
結
等
の
穏
#
な
る
事
情
が
あ
る
程
度

ま
で
之
を
妨
げ
す
ピ
は
一
目
は
れ
品
川
。
別
し
て
、
熟
練
叫
労
働
知
識
持
働
等
に
ゐ
b
τ
は
・
熟
練
秋
宵
が
急
に
は
行
は

れ
が
た
〈
・
輔
業
は
多
〈
は
子
の
代
に
入
h
て
の
み
可
抱
な
る
が
如
き
事
情
よ
り
し
て
、
仕
事
を
異
に
す
る
崎
労
働

聞
の
融
通
が
肱
h
極
的
て
困
難
で
あ
る
o

そ
の
結
県
同
一
段
府
の
妙
働
に
の
ιり

τも
h

共
仕
事
の
差
異
か
ら
数
多

内
部
分
市
場
が
成
立
す
る
。
山
続
出
恥
は
炉
、
る
各
市
場
ご
正
仁
多
少
づ
、
相
岡
純
な
れ
る
勢
銀
伊
成
立
す
る
こ
己
、

な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

企
業
以
外
め
錨
岡
仁
よ
h
士
需
要
せ
ら
る
、
労
働
に
就
い
て
は
、
業
労
銀
が
会
然
完
成
財
印
も
享
幾
財
の
冊
恨
格

芭
同
様
に
、
帥
も
其
限
界
効
用
に
よ
り
て
決
定
せ
ち
る
ご
な
す
見
解
が
あ
る
o

蓋
し
、
こ
れ
ら
は
直
接
に
共
消
費

者
の
欲
望
を
充
足
せ
し
む
る
紡
に
於
て
完
成
財
ご
異
な
る
こ
正
な
き
が
故
で
ゐ
る
Q

然
れ
Y
」
も
私
は
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
、

そ
れ
が
枇
曾
的
勢
力
関
係
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
こ

Z
を
信
す
る
。
企
業
内
部
、
特
に
生
産
的
企
業

内
部
の
労
働
Z
企
業
外
部
の
労
働
ご
の
聞
に
は
、
勿
論
融
通
の
障
碍
が
い
(
ら
か
あ
る
に
せ
よ
、
其
閥
相
移
輔
押
し

う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
ひ
て
品
偶
者
の
妙
銀
が
車
純
に
完
成
財
の
偲
格
の
如
〈
に
決
定
せ
ら
晶
、
こ
ぜ
は
あ
る
ま

ぃ
。
勿
論
企
業
外
部
に
於
け
る
勢
働
の
需
要
は
そ
の
生
産
的
貢
献
的
放
に
ゐ
ら
す
、
其
直
接
な
る
効
期
の
放
で
あ

る
に

L
て
も
、
企
業
内
部
に
於
け
る
芭
少
〈
も
問
一
の
勢
銀
を
支
梯
は
古
れ
ば
捗
働
は
企
業
内
部
に
流
れ
去
る
で



あ
ら

5
0
叉
同
一
の
事
情
に
よ
h
I
企
業
内
部
に
於
け
る
よ
b
も
高
き
捗
銀
を
挽
一
ふ
必
要
も
な
い
。
か
〈
て
そ
れ

は
間
接
に
、
却
も
企
業
内
部
の
労
相
叫
に
φ
行
す
る
意
味
に
於
て
、
勢
力
闘
係
に
よ
b
決
定
せ
ら
る
o

加
之
、
企
業

外
部
の
勢
働
に
制
到
し
て
支
捕
は
る
品
川
格
白
鵠
(
従
ひ
て
企
業
内
部
の
傍
銀
ご
の
如
上
の
聯
絡
よ
h
離
れ
て
)
m
u

決

定
も
ま
た
‘
勢
働
者
の
勢
力
関
係
じ
基
〈
要
求
そ
の
も
の
か
ら
決
定
せ

ιれ
品
。
殆
い
と
す
べ
て
の
場
合
、
此
楠
の

労
働
(
所
前
勤
労
)
の
需
要
は
迩
縦
的
な
ら
す
‘
又
十
分
に
可
分
的
で
も
な
い
。
云
は
い
そ
れ
自
鵠

ω使
用
慣
低
が

砂
川
嶋
ょ
う
も
迩
に
大
な
子
炉
二
般
ι
1
b
。
か
〈
て
持
銀
は
労
働
の
供
給
側
格
卸
も
妙
働
者
の
要
求
を
桃
紙
ご
し

τ、
相
互

ω勢
力
関
係
に
よ
b
決
山
ん
せ
ら
れ
る
外
.
道
が
な
い
で
ゐ
ら
う
。

こ
の
貼
を
考
へ
て
も
、
企
業
外
部

ω

持
働
の
敷
島
は
決
L
て
抽
時
中
見
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
.
従
ひ

τそ
の
限
亦
効
用
Z
↓
五
ふ
も
の
も
全
然
未
定
で
ゐ
品
。
比

場
合
に
労
組
雌
的
高
さ
の
大
胞
を
決
定
す
る
も
の
は
労
働
者
の
要
求
の
外
に
な
い
課
で
ゐ
る
o

企
業
外
部
の
需
要
吉

企
業
内
部
の
需
要
正
は
相
合
し

τ、
此
袈
求
に
作
用

L
・
之
を
磁
化
せ
し
め
る
役
目
を
傍
む
で
あ
ら
う
。

要
す
る
に
、
な
の
立
場
が
ら
一
耳
へ
ば
、
努
銀
の
ピ
ラ
ミ

F
組
織
は
券
働
者
の
有
す
る
此
曾
的
勢
力
の
ピ
ラ
ミ
ド

組
備
を
反
映
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
夫
れ
夫
れ
の
有
ず
る
勢
力
が
之
に
鵬
す
る
ご
こ
ろ
の
一
定
の
勢
銀
を
要
求

す
る
、
此
要
求
が
印
も
労
働
の
供
給
倒
格
で
ゐ
る
o

生
産
物
の
償
却
制
印
も
股
盆
に
基
き
て
・

そ
の
需
要
便
秘
が
見

積
ら
れ
る
。

二
者

ω相
合
一
せ
ゴ
る
己
き
に
は
双
方
の
何
れ
か
が
改
訂
せ
ら
れ
よ
う
、
比
改
訂
も
亦
勢
力
内
閥
係

仁
よ
b
て
定
め
ら
れ
る
。
枇
曾

ω生
産
力
の
許
す
限
弊
に
於
て
な
ら
ば
・
労
働
者

ω要
求
す
る
供
給
伺
絡
は
幾
何

論

議

持

銀

白

理

論

第
エ
十
丸
谷

-[; 

第

観

b 
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M圃

議

第
ニ
十
丸
谷

帥
官
鋭
由
理
論

λ. 

節

税

it 

の
も
の
に
て
も
労
銀
Z
L
I
貨
現
せ
ら
れ
る
可
能
が
ゐ
る
、
生
産
物

ω債
椅
は
少
〈
も
此
労
銀
以
上
で
ゐ
る
が
故

に
(
支
加
は
れ
た
る
労
銀
に
け
は
少
〈
も
踏
入
依
力
ご
し
て
生
産
物
に
支
抑
は
る
、
以
上
は
)
o

従
ひ
て
需
要
償
給

は
企
業
業
者
が
ど

-
Z毛
帥
労
働
者

ω労
銀
に
批
判
す
る
要
求
を
座
迫
し
う
る
か
ゆ
勢
力
の
指
械
を
な
す
に
止
ま
る
。

生
産
物

ω
償
額
同
一
に
し
て
な
は
・
帥
宵
働
仁
劉
A
9
る
数
多
の
需
要
倒
絡
が
可
能
で
ゐ
る
、
所
前
所
有
的
勢
力
の
大

古
伝
決
定
す
ゐ
も
山
り
は
財
の
性
質

ωみ
に
非
A
V

し
て
、
其
所
有
者

ω勢
力
関
係
な
る
も
」
ご
を
知
る
叫

}
 

1
持
銀
山
ピ
一
フ
ミ
ド
の
去
却
は
ζ

れ
を
オ
ツ
ベ
ン
ハ
イ
マ
ア
に
伯
れ
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
労
相
叫
段
階
山
ビ
ラ
ミ
ド
的
制
訟
を
叫
く
主
張
す
る
よ

り
も
た
ピ
、
時
叫
が
た
wh

山
中
一
組
制
山
捗
働
山
悦
岬
刊
に
あ
、

br、
細
々
な
る
捗
働
に
却
し
種
々
な
る
措
船
内
存
す
る
こ
と
を
請
以
す
る
に

A
五
品
。

オ
ツ
イ
ン
ハ
イ
マ
ア
は
掛
川
叫
に
つ
い
て
品
川
出
二
正

o
r
一
フ
ミ
ド
を
認
め
る
。
印
ち
あ
る
脱
中
捗
品
山
上
に
係
件
又
は
有
給

ω川
出
骨
却
の
但
院
に
肱
ず
る

凶
き
野
山
山
山
ピ
一
フ
ミ
ド
が
あ
り
、
そ
の
下
に
は
有
仰
の
劣
活
に
脂
ず
る
低
陀
必
似
の
ピ
一
フ
ミ
ド
が
あ
る
G

此
品
位
居
を
形
成
す
る
も
の
は
不
具
省
、

州
身
省
、
倍
能
4
4
年
由
捗
仰
山
で
あ
る
。
併
し
此
部
分
に
は
さ
ま
で
通
告
を
世
品
ず
、
そ
の
主
総
山
中
心
舶
に
白
か
れ
た
る
も
の
は
、
M
に
よ
方
の
ピ
ラ

ミ
ド
で
あ
る
。
而
し
て
訓
へ
ら
〈
・
此
ピ
一
フ
ミ
ド
山
品
位
附
を
た
す
も
の
は
車
古
刷
出
砲
の
供
品
野
働
者
て
あ
る
。
州
都
白
勢
判
州
は
階
組
的
腔
泊
四
故

に
此
も
侃
〈
、
従
ひ
て
品
中
か
ら
た
え
ず
都
市
に
紗
似
指
針
流
入
す
る
。
都
市
山
必
働
者
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
陥
引
乃
主
投
怖
に
他
じ
て
と
れ
よ
り
も

仙
奇
捗
鋭
を
提
け
る
、
此
X
庁
制
は
所
副
「
自
然
的
距
離
」
に
肱
ず
る
も
山
で
あ
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ア
は
す
べ
て
白
所
刊
に
つ
い
て
ピ
ラ
ミ
ド
形
抽
出

E
留
め
る
、
捗
保
の
そ
れ
は
そ

ω
時
株
白
一
お
合
と
も
凡
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
は
今
ζ

誌
に
ハ
レ
ト
の
法
則
を
論
辿
す
る
迅

E
布
し
な
い
、

L

2
 

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
ま
た
捗
銀
以
外
山
所
作
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
ま
て
ピ
ヲ
ミ
ド
形
態
を
赴
認
す
る
も
山
と
云
ひ
う
る
。
ア
ン
宅
ン
山
階
級
仙

也
記
は
オ
ッ
・
へ
ン
ハ
イ
マ
ア
の
認
め
な
が
ら
而
も
事
抗
に
於
て
帆
糾
し
た
る
二
草
ピ
ラ
ミ
ド
訟
を
徹
底
的
に
つ
き
す
L

め
た
る
も
の
で
あ
る
。

レ
キ
シ
ス
に
よ
れ
ば
.
此
捗
鋭
ピ
ラ
ミ
ド
話
出
一
見
主
出
し
が
た
さ
や
う
に
以
は
ハ
い
る
。
溢
し
共
日
る
所
に
・
よ
れ
ば
、
大
工
誌
に
昨
て
も
又
手
工

識
的
工
業
に
於
て
も
、
中
程
の
掛
川
此
を
受
〈
る
陥
紙
回
持
働
布
引
最
も
多
い
。
両
し
て
そ
の
こ
と
が
統
計
の
資
料
を
は
て
一
部
さ
れ
て
ゐ
る
。
件
し
む
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一
般
に
と
れ
よ
り
も
何
位
に
あ
る
農
業
持
働
者
と
手
工
業
注
工
業
捗
働
者
止
世
家
内
捗
働
者
圭
一
括
し
て
考

L
札
ば
、

品

川
恥
下
位
白
捗
銀
を
受
〈
る
も
の
が
枇
も
多
批
正
出
む
と
云
式
。

y
ウ
ィ
ヂ
ネ
ッ
ク
は
明
白
に
オ
ツ
固
ヘ
ン
ハ
イ
マ
ア
白
所
見
に
民
封
ナ
る
。
説
い
て
-I

が
L
、
更
に
眼
宮
崎
じ
て
、

ふ
の
に
は
、
捗
銀
の
発
等
は
仇
し
て
巴
停
車
保
件
。
接
畑
町
司
、
印
ち
捗
働
円
相
割
的
帰
少
酬
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
捗
仙
の
市
場
は
叫
し
て
市
一
で
は

な
{
多
射
と
め
る
。
而
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
な
る
事
怖
か
ら
来
る
特
布
凶
妙
脱
が
あ
る
。
た
、
川
早
に
時
件
乃
車
設
秘
凶
健
治
却
に
よ
り
て
捗
叫
の

語
学
部
世
せ
ら

ιる
と
な
一
す
の
は
、
こ
れ
ら
白
礎
離
な
る
事
仙
山
作
川
を
看
過
す
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
今
此
鮎
に
つ
い
て
立
入
り
た
る
考
按
宮

L

-
ょ
う
と
は
思
は
な
し
九
此
捗
働
市
場
白
多
加
な
る
と
と
は
ず
イ
ぜ
ザ
ア
も
明
に
之
を
組
め
た
、
私
山
男
働
時
間
四

ω
考
は
ず
イ
イ
ザ
ア
の
見
附
に
従
へ

る
も
山
て
あ
る
。

四

異

沼E
の

吟

味

労
銀
決
定

ω
機
椛
を
説
明
せ
む
ご
す
る
腕
午
説
じ
は
従
来
数
多
の

b
の
が
ゐ
る
。
島
a

読
史
的
研
究
を

u
gさ
な
V

今
の
場
合
に
於

τは、
そ
の
中
的
重
な
る
も
の
一
二
を
え
ら
み
て
之
を
考
察
し
よ
主
、
而
し
て
弦
に
越
ぷ
る
ε
ζ

ろ
の
主
張
の
論
議
に
資
し
た
い
己
思
ふ
。

先
づ
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
生
産
建
設
で
ゐ
る
。
す
ぺ
て
の
財
の
欄
絡
が
そ
の
生
産
農
に
よ
h
て
決
定
せ
ら
れ

る
、
詳
ニ
一
五
一
目
す
れ
は
財
の
市
場
伺
格
の
動
揺
し
ゅ
〈
う
ち
に
落
ち
つ
か
む
ご
す
る
ご
こ
ろ
の
重
心
Z
も
云
ふ
べ
き
白

然
倒
椅
は
生
産
費
に
よ
h
て
定
ま
る

Z
主
様
す
る
立
場
に
ご
り
て
は
、
労
働
も
ま
た
一
の
財
Z

L
て
、
そ
の
煩

格
た
る
勢
銀
が
叫
労
働
の
生
産
費
に
よ
り
て
定
ま
る
ご
見
る
の
も
、
極
め

τ自
然
の
論
結
で
あ
る
。
此
労
銀
の
生
産

輸

議

勢

銀

由

理

論

第
二
十
九
審

九

第

腕

ブL
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歯

叢

捗

銀

由

理

詰

第
二
十
九
巻

。

第

掛

O 

費
設
己
一
お
ふ
の
も
、
決
し
1
間
早
純
山
り
も
の
に
非
宇
、
そ
れ
は
数
多
の
分
化
せ
る
考
を
合
む
の
で
あ
る
が
、
今
は
そ

の
代
表
的
な
る
主
張
に
つ
い

τ考
察
す
る
。
此
労
働

ω生
産
費
吉
一
広
ふ
は
労
働
者
が
自
ら
生
存
L
且
つ
人
口
の
増

械
を
戒
さ
い
る
ほ

r」
ω家
族
を
維
持
す
る
に
り
の
曲
賞
朗
で
ゐ
品
。
勢
銀
が
ゐ
る
一
時
怖
の
た
め
に
此
標
準
以
上
に
騰

賞
す
れ
ば
人
口
の
増
加
従
ひ

τ労
働
供
給
り
増
加
を
来
し
、
其
結
川
市
そ
れ
は
こ
の
標
準
ま
で
に
下
落
す
る
で
ゐ
ら

ぅ
。
叫
官
級
が
此
楳
準
以
下
に
低
下

F
れ
ば
、
人
目
の
減
少
妙
働
供
給
の
減
少
が
'r-
れ
を
此
楳
準
ま
で
に
勝
賞
せ
し

め
る
で
ゐ
ら
う
。
勿
論
こ
れ
は
柿
々
な
る
事
情
に
よ

b
工
、
か
の
生
産
費
ピ
見
る
べ
き
生
活
標
準
そ
の
も
の
、
誕

化
の
可
能
な
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
a

要
す
る
仁
・
需
要
供
給
の
聞
係
が
勢
働
の
個
柏
会
制
労
働
の
生
産
費
ま
で

に
蹄
着
せ
し
む
正
一
再
ふ
り
が

此
生
産
費
践
の
骨
子
で
ゐ
る
。
こ
の
立
場
に
就
い
て
、
第
一
仁
考
ふ
べ
き
こ
ご
は

勢
働
者
の
労
銀
、
従
ひ
て
そ
の
生
活
投
が
労
働
の
生
産
費
正
見
る
べ
か
ら
古
る
ニ
ピ
で
ゐ
る
。
此
理
由
は
前
に
詳

越
し
た
れ
ば
今
反
税
せ
す
。
た
h
v

附
言
す
べ
き
は
次
の
駄
で
あ
る
ο

す
ぺ

τの
財
に
あ
り
で
は
、
生
産
費
説
に
従

ふ
以
上
、
債
務
が
生
産
費
に
よ
h'
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
勢
働
の
場
合
に
あ
b
τ
は
、
回
恒
松
た
る
労
銀
が
む

し
み
生
産
設
を
決
定
す
る
か
に
見
え
る
・
勢
銀
の
大
小
に
臆
じ
て
生
産
品
宜
ご
考
へ
ら
れ
る
ご
ζ

ろ
の
生
活
標
準
が

定
ま
る
。
目
指
し
て
然
・
9
t
す
れ
ば
‘
勢
働
の
債
格
に
つ
い
て
生
産
費
読
を
適
用
す
る
こ
ピ
は
、
岡
崎
椅
正
生
産
殺
さ

の
因
果
を
逆
苫
ま
に
す
る
事
正
な
る
。
第
一
寸
労
銀
が
生
活
標
準
に
落
ち
つ
(
こ
ぜ
を
説
明
す
る
が
活
に
は
、
人

口
の
増
刷
酬
の
単
行
を
備
h
な
り
れ
ば
な
る
ま
い
(
鋳
銀
の
生
産
費
訟
の
主
張
者
仁
し

τこ
れ
に
論
及
せ

g
る
も
の



が
ゐ
る
仁
し
で
も
)

Q

然
れ
ど
も
・
例
へ
ば
勢
銀
の
勝
賞
の
た
め
に
労
働
の
供
紛
が
増
加
す
る
仁
し

τも
、
人
口

の
増
加
仁
よ
b
て
そ
れ
が
質
現
せ
ら
る
、
た
め
に
は
、
決
の
世
代
を
ま
た
ね
ば
な
ら
泊
で
め
ら
う
。
従
ひ

τ供
給

増
加
に
よ
b
て
労
働
の
市
場
債
格
が
そ
こ
ま
で
に
務
も
つ
〈
正
一
玄
ふ
こ
正
は
考
へ
が
た
い
。
而
も
生
活
標
準
が
風

習
、
朝
日
慣
に
よ
り

t
決
定
せ
ら
る
、
も
の
な
ら
ば
、
此
上
昇
し
た
る
生
活
資
料
が
新
な
る
叫
労
働
の
生
産
袋
E
な
る

こ
正
も
明
に
可
能
で
あ
る
。
勢
銀
の
下
落
ゆ
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
の
考
察
を
な
す
こ
己
が
出
来
品
。
然
h
ピ
す

れ
ば
、
勢
鋭
が
現
在
の
生
活
標
準
に
よ
・
り
て
定
ま
る
生
産
殺
に
務
も
つ
〈
ご
云
ふ
主
眼
は
、
此
対
よ
り
困
地

τ
L支

持

L
3
v、
か
ら
芯
る
も
の

F
M
L

あ
る
。
第
一
}
一
‘
生
産
設
の
内
絡
の
不
定
な
品
ニ
ピ
を
注
意
し
な
り
れ
ば

4
E副

Q

そ

れ
が
舵
曾
的
佐
賀
の
も
の
に
し
て
、
車
な
る
生
理
的
必
要
を
指
す
の
で
な
い
こ
ど
は
明
白
で
あ
る
。
従
ひ
て
そ
れ

は
批
曾
の
事
情
に
従
ひ
て
穏
々
な
り
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

か
〈
て
.
生
産
費
に
よ
h
て
鋳
銀
が
決
定
せ
ら
れ
る

三
五
ふ
も
、
そ
の
明
確
な
る
大
き
如
何
正
云
ふ
こ
己
は
頗
る
州
判
定
し
難
き
ニ
ご
で
ゐ
ら
う
。
此
貼
を
離
れ
て
も
、

此
生
産
費
た
る
生
活
様
準
が
枇
曾
の
事
情
、
特
に
習
慣
に
よ

b
τ
定
ま
る
正
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
労
銀
の
決
定

者
を
経
済
外
的
な
る
習
慣
に
認
め
花
こ
ど
に
な
ら
う
。
而
し
て
比
習
慣
を
決
定
す
る
も
の
は
枇
曾
的
勢
力
的
関
係

そ
の
も
の
で
は
な
V
か
。
か

(
1
生
産
品
茸
設
の
見
つ
め
て
居
る
事
貨
は
努
銀
の
勢
力
説

ω主
張
せ
む
正
す
る
革
質

そ
の
も
の
で
は
な
い
v

か
ご
考
へ
ら
れ
る
。

生
産
費
説
ピ
聯
絡
を
有
す
る
も
の
ご
し

τ、
所
詞
勢
銀
の
餓
則
が
め
る
。
こ
れ
は
必
ず
仁
も
生
産
費
設
の
必
然

論

輩

仕
留
訟
の
哩
輸

第
二
十
九
巻

量再

説



論

議

捗

鉱

山

現

論

第
二
十
九
巻

部

韓

の
師
結
で
は
な
い
が
、

そ
の
結
論
ご
し

τ引
き
出
す
こ
ご
も
可
能
で
あ
る
。
労
働
者

ω人
口
増
加
は
必
然
的
に
某

労
銀
低
下
の
競
争
を
招
き
‘
遂
に
労
銀
を

L
一1
僅
に
最
低
り
生
活
を
維
持
せ
し
む
ゐ
に
足
る
鮎
に
落
ち
つ
く
。
結

局
、
比
見
方
は
生
産
投
武
仁
於
て
必
宇
し
も
総
動
上
川
升
を
否
定
ゼ

F
る
ご
-
』
ろ
の
生
活
様
準
を
段
低
の
水
準
に
同

定
す
る
も
の
古
児
な
る
見
解
E
ゐ
る
。
而
し

τ、
生
産
品
宜
が
此
形
態

t
z
る
た
め
に
は
、
た
い
労
働
者
の
企
業
者

に
拙
到
す
る
地
位

ω
樋
め

τ弱
き
こ
言
伝
導
き
入
る
れ
ば
足
る
識
で
ゐ
る
。
此
労
銀
山
り
餓
則
は
今
日
に
於
て
も
な
は

有
力
な
る
事
者
の
支
持
す
る
も
の
め
る
に
拘
は
ら
十
、
そ
れ
が
依
り
に
謝
貨
に
背
げ
る

E

』
ご
は
、
柑
世
銀
が
賞
一
質
的

に
見
て
も
前
世
紀
の
末

μ

来
以
来
・

一
般
仁
騰
貴
し
た
る
鮎
よ

h
し
て
・
明
白
で
あ
る
ご
思
ふ
o

生
産
投
皐
説

ω支

持
者

ω中
に
は
明
じ
、
労
働
り
生
産
品
筑
的
内
容
を
な
す
生
活
様
準
を
以
工
、
習
慣
に
よ
b
τ
定
ま
る
も
の
、
従
ひ

て
可
渡
的
な
る
も
の
ご
認
め
て
ゐ
る
。
な
ほ
券
繰
り
生
産
品
質
場
説
ご
抑
絡
を
心
付
す
る
も
の
に
所
湖
労
銀
基
金
説
が

ゐ
る
。
努
銀
基
金
説
さ
五
ふ
は
、

一
定
の
枇
曾
に
於
て
は
一
定
の
期
間
内
に
努
銀
ご
し
て
支
捌
は
る
る
固
定
的
碁

金
ゐ
る
こ
ご
を
認
め
、

一
般
持
銀
は
帥
労
働
者
の
数
を
以

t
此
基
金
を
除
し
た
る
繭
に
等
し
き
こ
己
、
労
働
者
数
の

減
少
な
〈
し
て
其
一
般
勢
銀
が
騰
貸
し
得
ゲ
る
こ
子
炉
-
認
め
る
。
此
基
金
は
戒
は
此
期
間
捗
銀
・
心
し
て
支
掛
は
る

る
貨
融
市
磁
を
指
す
ご
目
見
ら
る
る
こ
Z
も
ゐ

h
、
或
は
勢
銀
の
貨
質
を
な
し
労
働
者
じ
よ
り
て
消
費
せ
ら
る
べ
き
財

の
総
醐
阻
を
指
す
ご
考
へ
ら
る
る
こ
ご
も
あ
る
ο
前
者
は
倒
額
ご
し
て
の
基
金
に
し
工
、
後
者
は
貨
質
労
銀
の
綿
傾

で
ゐ
る
。

一
方
よ
り
一
式
へ
ば
、
此
労
銀
基
金
訟
は
労
銀
の
生
産
費
説
ご
相
容
れ

5
る
も
の
で
ゐ
る
。
後
者
は
努
働



者

ω生
活
鋭
準
に
よ
h
て
捗
銀
の
左
右
せ
ら
る
る
-
」

Z
、
従
ひ
て
そ
の
援
動
に
肱
じ
て
努
銀
の
織
額
の
畿
化
す
べ

き
こ
ぜ
を
読
〈
、
然
る
に
前
者
に
よ
れ
ば
、
叫
労
銀
基
金
が
一
定
の
時
期
仁
於
て
は
同
定
せ
る
よ
ど
を
認
め
る
o

勿

論
此
問
、

H
U
刺
に
考
ふ
る
ご
さ
に
は
調
和
り
俄
地
な
し
ピ
せ

5
る
も
、
大
健
に
於
て
相
容
れ
ざ
る
川
酬
を
塁
し
て
む

る
0

品
開
れ
ど
も
ま
た
他
方
k
り
見
札
ば
、
勢
銀
基
金
は
可
師
礎
的
な
る
勢
働
の
自
然
倒
格
の
上
限
を
劃
る
に
止
ま
る

ピ
一
五
ム
意
味
に
於
て
、

或
は
、
勢
銀
基
金
の
政
に
勢
一
働
に
謝
す
る
需
要
が
無
制
限
に
増
加
し
得
歩
、
抽
肯
銀
4f
生
活

必
要
の
限
度
l
束
純
す
正
一
ヂ
ム
悲
蹴
的
制
正
を
志
除
す
る
鮎
に
於

τ、
二
者
は
相
平
行
し
一
致
す
る
こ
己
を
得
ぺ

き
一
一
仰
が
あ
る
。
持
制
叫
基
金
ゆ
固
定
性
骨
高
調
せ
中
、

た
い
労
働
に
射
す
品
需
要

ω機
構
を
説
〈
匁
内
漣
鎮
で
ゐ

る
吉
見
る
ピ
量
、
特
に
然
り
。

き
て
此
多
〈
の
粕
は
如
何
ご
も
ゐ
れ
、
此
叫
宵
銀
基
金
設
も
大
館
か
ら
見
れ
ば
、
主
(

支
配
的
勢
力
を
失
っ
て
ゐ
る
。
極
め
て
概
括
的
に
考
へ
て
も
、
第
一
、
勢
銀
基
金
が
固
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
錦
r
h

は
、
各
企
業
者
の
手
許
に
於
て
、
資
本

ω中
労
働
り
買
入
れ
に
振
向
け
ら
る
べ
き
金
額
が
固
定
し
て
ゐ
る
吋
き
で

ゐ
る
、
然
る
に
一
』
れ
は
決
し
て
事
貨
で
は
な
い
。
第
一
寸
労
銀
に
支
梯
は
る
べ
き
金
額
は
北
(
期
間
に
於
け
る
生
産

物
の
真
上
h
f
b
必
要
に
郎
じ
て
繰
入
れ
ら
れ
得
る
。
第
三
、

こ
れ
ら
の
事
例

ω反
面
で
ゐ
る
が
、
生
産
手
段
の
組

合
せ
に
於
て
最
も
有
利
な
る
方
法
が
企
業
者
に
よ
h
τ
b
ら
ば
れ
る
。
然
る
に
此
組
令
せ
方
法
は
生
産
財
の
債
格

に
よ
h
て
異
な
る
o
然
る
以
上
、
労
働
に
輔
副
し
て
た
い
回
定
せ
る
金
額
の
み
が
文
抽
酬
は
る
べ
し
E
は
考
へ
ら
れ
待

さ
る
ぜ
こ
ろ
で
ゐ
る
。

論

議

捗

朗

自

理

論

第
三
十
九
巻

第

棋



前

勢

輯

由

理

論

第
二
十
九
谷

四

静

観

回

護

山
川
般
労
組
の
さ
障
費
訟
の
代
衣
者
と
見
ら
る
べ
き
は
リ
カ
ル
ド
で
あ
る
。
こ
の
生
産
費
埼
京
生
存
費
、
と
輯
せ
ら
れ
う
べ
を
一
面
自
存
す
る
と
と
は
本

文
川
越
ぷ
る
併
に
よ
り
℃
明
て
あ
ら
う
。
さ
て
、
り
カ
ル

V
に
於
け
る
生
産
費
説
を
支
持
し
う

4
1円
世
論
の
植
軸
と
な
る
も
の
は
人
臼
の
謹
到
に
あ

5

6

 

る
。
而
し
て
、
，
D
ル
ド
の
止
待
費
暗
か
ら
ラ
ッ
ザ
ア
ル
は
有
名
な
る
捗
鋭
由
織
則
を
引
き
出
し
た
。
然

h
H
E
も
、
リ
カ
ル
ド
白
勢
棋
が
か
〈
ま
で

に
悲
糊
的
に
解
山
押
せ
ら
る
べ
き
4
・
否
干
に
闘
し
て
は
具
請
が
あ
る
。
勢
働
白
自
然
倒
格
出
、
己
れ
を
貨
物
と
し
て
見
て
も
、
決
し
て
悶
定
的
の
も
由

に
あ
ら
ず
、
管
制
に
よ
り
て
定
ま
り

(
P
E
E
P
C己
午
佐
官
ロ
p
c
p
岳
o
E
V
M
Z
E己
n
E
E
E
U
。『

F
m
官
0
1
9
回
目
E
H
9
H
V
E
R
-
-
o
p

口
E
2
0
3
丘
百
。
P
目
立
'
)
純
白
て
時
代
と
民
艇
を
円
引
に
す
る
に
づ
れ
て
種
々
で
-b
る
の
を
留
め
る
。
阿
し
て
、
肱
曾
白
人
日
と
生
産
力
時
間
漣
と

の
排
柑
ド
よ
り
て

H
、
此
内
品
的
務
総
そ
の
も
の
が
上
品
下
降
す
る
可
抗

2
臨
め
て
ゐ
る
。
都
れ

rも
り
カ
M
h
F
自
身
的
四
世
銀
説
が
大
世
に
於
て
批

7
 

m的
な
ら
ず
と
は
断
じ
が
た
い
。
駅
雄
越
減
内
法
川
内
紛
川
市
と
し
て
、
人
口
的
措
加
に
伴

HV
椴
倒
的
間
賞
、
刑
澗
車
内
侭
謀
を
生

f
る
、
此
祇
跡
は

資
本
誌
杭
の
掛
川
酬
を
制
曹
、

ζ

町
四
四
減
目
捗
働
山
知
川
世
田
相
劉
的
拙
少
{
人
口
由
増
加
に
伴
は
ざ
る
が
た
め
、
需
要
白
柑
加
が
供
給
の
そ
れ
に
伴
は

ざ
る
ζ

と
)
金
来
す
。
か
〈
て
「
枇
合
由
自
然
的
地
歩
に
於
て
、
捗
働
者
自
勢
棋
は
そ
れ
が
需
型
供
給
に
よ
り
て
規
制
せ
ら
る
る
限
り
.
下
落
す
る
側

、J8
 

向
を
も
っ
」
か
〈
C
カ
ァ
セ
ル
が
と
の
止
民
投
刊
を
悲
腕
試
の
巾

ι
一
括
し
た
る
と
と
も
意
時
な
し
と
し
な
い
。
な
ほ
リ
カ
ル
ド
に
あ
リ
て
は
段
物

。
倒
椅
と
捗
銀
と
O
醐
師
、
人
目
白
哨
加
枇
官
山
一
般
的
租
歩
と
捗
鋭
と
の
附
係
と
一
百
ふ
が
如
き
助
問
申
的
問
題
が
詳
し
〈
取
扱
は
れ
て
あ
る
け
れ
E

も
い
+
は
そ
れ
ら
に
立
入
る
と
と
を
さ
け
た
。
本
文
に
越
ベ
た
る
車
庫
投
説
の
批
静
白
都
三
の
も
の
に
つ
い
て
は
ツ
ワ
ィ
ヂ
ネ
ヅ
ク
由
批
評
を
歩

9
 

附
。
た
ほ
と
の
人
口
白
辿
勘
に
よ
る
議
論
の
組
立
に
つ
一
い
て
、
移
住
山
可
能
の
貼
よ
り
之
を
論
駁
せ
む
と
す
る
企
は
問
屈
の
取
放
出
珂
部
型
的
て
あ

る
限
り
、
常
る
ま
い
ふ
』
思
ム
。

特
に
十
カ
世
組
ヰ
ホ
諜
よ
り
仕
世
銀
白
賀
質
的
聴
覚
を
且
た
る
以
車
、
捗
融
自
儲
則
は
こ
れ
を
み
』
る
人
が
少

t
な
っ
た
揮
で
あ
る
。
品
抽

b
rも
な
ほ

オ
ツ
イ
シ
ハ
イ
マ
ア
り
如
告
は
、
東
方
樹
渇
由
良
識
抗
日
働
者
に
つ
い
て
、
此
訟
則
円
行
は
る
る
と
主
を
認
め
‘
帥
世
銀
の
ピ
ヲ
ミ

γ
は
と
れ
を
誕
底
と

し
て
そ
の
他
白
接
働
白
比
較
的
稀
小
性
に
従

HV
枯
成
せ
ら
れ
る
と
考
へ
る
@
か
{
て
、
此
誌
則
が
捗
鉱
山
机
純
金
峰
山
担
抵
配
快
日
比
す
る
わ
け
と
な

る
白
で
あ
る
@
所
謂
土
地
巾
品
主
義
は
工
鶏
静
働
者
百
川
体
内
陸
地
調
地
方
k
り
移
動
す
る
こ
と
を
認
め
、
而
も
都
市
に
札
即
け
る
捗
訟
が
農
村
に
於
げ

る
そ
れ
よ
P
も
高
き
こ
と
が
凪
引
の
主
力
な
り
と
す
る
。
私
は
捗
鵠
白
ピ
ラ
ミ

Y
を
越
ぷ
る
に
首
り
、

ζ

白
恭
底
の
何
で
あ
る
か
と
-E
ふ
貨
質
的
問
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題
に
ふ
札
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ピ
ヲ
ミ
ド
の
櫨
続
出
果
し
て
椅
少
性
に
よ
り
て
定
ま
る
や
否
や
は
別
に
取
扱
は
る
イ
き
肉
細
で
あ
る
、

ζ
L
K
H
蹄

及
し
な
い
。

仕
世
銀
法
企
誌
に
つ
い
て
は
本
文
に
越
よ
る
企
ζ

る
、
主
に
ス
テ
ュ
ア
ア
ト
・
ミ
ル
を
眠
中
に
置
い
た
(
徒
に

S
L
P
世
ソ
ル
ン
ト
ン
凶
駁
論
に
あ
っ

て
此
主
政
危
宇
め
た
白
で
は
あ
る
が
)
。
た
ピ
ミ
ル
に
あ
り
て
目
前
閥
抗
W
銀
器
金
百
明
に
、
務
働
を
買
入
れ
る
た
伯
山
資
本
部
分
(
詳
し
〈
百
へ
ぽ
蹴

動
費
本
部
分
)
、
而

L
て
貨
僻
甑
止
し
て
考
へ
ら
れ
、
世
物
と
し
て
白
生
存
費
料
・
と

L
亡
は
考
へ
ら
乱
て
ゐ
な
い
u

而
も
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、

企
業
以
外
に
於
て
捗
働
者
(
凱
酔
兵
士

t
r
)
守
層
入
る
-
e
た
め
の
県
金
屯
そ
山
中
に
也
捕
せ
ら
れ
て
ゐ
る

C
m
-
Z
E旭
町
ロ
ロ
E
1
2
-
出。

or
口

η
E町
民
H

出
向
)
。
拍
車
蹴
史
的
に
且
て
、
勢
銀
器
金
説
が
λ

ミ
ス
に
捌
る
べ
さ
も
の
て
あ
り
、
而
し
と
、
リ
カ
ル
ド
に
も
拡
企
世
占
的
岬

L
う
〈
‘
降
、
一

面
山
存
す
る
ζ
ξ
、
宮
た
λ

ミ
ス
に
あ
り
て
は
、
後
に
属
山
ぜ
ら
科
た
る
止
一
爪
弾
枕
、
止
耐
力
叫
副
社

rを
ま
夜
中
本
分
牝
凶
器
に
於
て
混
在
し
て
ゐ
る

と
と
な

rに
り
い
て
は
、
今
何
峰
山
考
察
を
も
加
へ
な
い
。
本
文
に
於
て
捗
融
課
金
祉
に
つ
い
て
の
ぺ
た
る
批
評
H
大
崎
に
川
町
て
、
北
陸
物
的
知

市
宮
、
位
ひ
て
そ
出
伺
制
，
M
品
目
働
に
文
帥
此
る
ぺ
告
金
制
止
決
定
す
る
も
山
て
あ
る
と
一
宮
ふ
且
地
内
上
に
立
っ
て
ゐ
る
。
企
義
者
剖
n
A
込
山
制
潤
の
極

大
北
宜
伸
る
た
め
に
、
生
成
物
由
利
剣
を
魁
化
せ
し
め
、
且
文
此

b
b
ま
れ
た
る
生
産
物

0
4産
に
於
て
も
、
北
陸
射
の
伺
絡
に
幽
ピ
て
そ
の
品
も

有
刺
な
る
組
合
せ
を
考
へ
る
ロ
此
耕
陥
剤
、
一
定
川
川
に
於
で
持
鋭
と

L
C支
捌
は
る
べ
き
金
制

U
決
し
て
諌
的
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
岡
史
的
自
巴
も
の

で
は
な
い
。
な
同
H
W
削
叫
出
資
本
よ
り
支
酬
は
れ
ず
し
て
車
両
物
由
倒
制
よ
り
支
抑
H
れ
る
と
一
百
ふ
自
は
古
く
か
ら
且
b
れ
る
非
酷
で
あ
る
。
此
酷
に

就
い

τは
許
制
A
U

吟
味
を
M
ー
す
る
み
』
思
ふ
吋
れ
ど
も
、
今
そ
の
時
間
を
有
し
な
い
(
捗
似
払
金
泊
。
批
評
と

L
て
抗
日
ナ
べ
し
と
屈
は
る
る
も
の
白

3
 

二
三
例
を
あ
げ
る
。

努
銀
に
封

Lτ
生
産
カ
が
有
す
る
影
響
は
夙
に
注
目
せ
ら
れ

τゐ
た
が
、
勢
銀
の
所
調
生
産
カ
訟
の
一
十
分
に
瓜

関
せ
ら
れ
た
る
料
、
比
統
的
に
新
し
い
こ
己
で
ゐ
る
。
此
生
産
力
説
は
少
〈
も
概
念
的
に
見
て
二
に
匝
分
せ
ら
れ

う
る
。

一
は
一
般
生
産
カ
読
ピ
も
見
る
べ
き
も
の
に
し
て
、

一
一
は
限
界
生
産
カ
誌
で
ゐ
る
。
筏
者
は
数
多

ω崎
労
働

論

議

第
二
十
九
谷

亙

第

都

勢

銀

四

回

諭

E 
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誼

議

第
二
十
九
巻

第

披

勢

組

。

四

論

~~・，、

車
位
の
う
も
、

一
去
は
い
限
界
単
位
の
生
産
カ
が
労
銀
の
大
き
を
決
定
す
る
ご
見
る
皐
訟
に
し
て
、
前
岩
は
限
界
車

位
ご
そ
の
他
の
車
位
の
生
産
力
ご
を
悩
分
せ
守
、
た
い
叫
労
働
一
般
の
生
産
力
が
労
銀
の
大
さ
を
決
定
す
芭
見
る
見

鮮
で
あ
る
o

勿
論
労
働
の
生
産
カ
は
如
何
な
品
皐
位
の
も
の
も
限
界
車
位

ωそ
れ
に

4
h
て
決
定
せ
ら
れ
る
ご
見

る
な
ら
ば
、

ニ
者
は
合
一
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
、
に
は
そ
れ
以
外
の
意
味
仁
於
り
る
労
働
一
般

ω生
産

力
が
努
鋭
を
決
定
す
己
見
る
見
解

ωみ
な
第
一
め

b
の
に
合
去
し
め
よ
，
〉
。
今
日
の
皐
界
に
於
て
特
に
重
張
な
ゐ

意
義
を
認
め
一
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
後
者
で
ゐ
る
が
依
仁
、
先
づ
限
界
生
涜
力
設
の
吟
味
か
ら
は
じ
め
る
。

限
界
生
産
力
設
の
最
も
代
表
的
な
る
も
の
を
紛
べ

τ見
る
ο
其
見
解
に
よ
れ
ば
、

一
定
の
枇
曾
に
於
り
る
土

地
、
資
本
を
現
存
的
数
量
に
於

τ存
在
せ
し
め
る
、
そ
れ
に
労
働

ω数
量
を
漸
次
に
添
加
し
て
行
〈
.
般
に
此
鋒

働
の
数
量
の
単
位
を
一
高
正
す
る
ω

最
初

ω
一
一
向
は
枇
舎
の
各
企
業
仁
そ
れ
ぞ
れ
最
も
有
利
な
る
効
果
を
皐
げ
得

る
よ
う
に
配
嘗
せ
ら
れ
る
で
ゐ
ら

3
0
而
し
て
報
酬
混
械
の
法
則
に
従
へ
ば
、

そ
の
労
働
単
位
に
よ
ち

τ得
ら
る

、
生
産
物
は
最
も
大
で
あ
る
o

漸
次
此
山
知
〈
に
し

τ、
最
終
の
一
認
が
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
配
蛍
せ
ら
れ
る
。

而
も
そ
れ
が
生
産
物
の
総
額
に
つ
り
加
へ
得
る
正
こ
ろ
は
最
も
小
で
あ
ら
う
。

さ

τ此
場
合
、
代
替
の
原
則
に
よ

bd
て
、
生
産
力
の
大
な
る
初

ω方
の
勢
働
の
喪
失
も
つ
ね
に
最
終
の
生
産
カ
の
小
な
る
単
位
、
的
も
限
界
車
位
に

よ
り
て
償
ひ
得
ら
る
る
が
ゆ
ゑ
に
、
勢
銀

ω
大
古
は
限
界
単
位
の
生
産
力
に
よ
り
て
定
ま
る
誇
で
ゐ
る
。
企
業
者

は
限
界
単
位
仁
向
ひ
て
そ
の
生
産
力
、
帥
ち
こ
れ
に
よ
り
て
得
ら
る
、
生
産
物
の
欄
額
の
増
加
分
以
上
を
支
梯
ふ
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こ

zeeせ
争
、
又
相
互
の
競
守
か
ら
そ
れ
ま
で
は
支
挑
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
ゐ
ら
う
o

而
も
そ
の
他
の
単
位
に
向
。

て
も
、

こ
れ
以
上
支
挑
ふ
噂
」
ご
は
な
い
、

こ
れ
ら
の
車
位
は
皆
前
越
の
如
〈
代
替
L
得
ぺ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
。

然
れ
Y
』
も
・
此
卒
誌
に
は
少
〈
も
‘

失

ω紡
ω困
維
が
あ
る
。
ま
づ
拙
労
働
の
檎
加
分
の
生
産
力
が
明
確
に
さ
れ
得

ま
い
o
勢
倒
一
単
位
争
』
陥
明
滅
す
る
ご
き
に
は
必
宇
他

ω生
産
財
を
増
減
し
な
り
れ
ば
な
ら
前
向
。
従
ひ
て
現
に
生
宇

る
牧
盆

ω増
誠
以
此
ニ
者
山
合
成
果
仁
し
て
労
働
問
単
位
の
そ
れ
己
は
見
が
た
い
。
而
し
て
比
合
成
果
を
各
生
成
財

に
蹄
嵐
ゼ
し
む
る
こ
正
の
如
何
に
困
蹴
な
る
か
は
次
に
説
〈
所
に
よ
'
り
て
明
で
ゐ
る
。
し
か
し
今
此
鮎
を
は
な
れ

て
な
ほ
論
を
進
的
ょ
う
。
腕
調
勢
働
の
限
界
生
産
力
は
、
一
耽
曾
ふ
一
憾
に
つ
い
て
見
れ
ば
‘
努
倣
の
最
終
単
位
に
よ

b
て
得
ら
る
る
枇
品
聞
の
生
産
力

ω増
加
分
で
あ
り
、
各
企
業
に
つ
い

τ見
れ
ば
を
の
企
業
に
於
け
る
最
後
の
一
勢

働
者
の
傭
入
れ
に
よ
り

τ得
ら
る
る
生
産
カ
の
増
加
分
で
あ
る
。
然
る
に
-
』
の
大
吉
は
以
前
の
単
位
の
生
産
カ
4

-
り
も
小
な
h
ご
一
五
ふ
は
必
然
性
な
き
澗
断
に
過
5
a
。
報
酬
遮
械
の
法
則
の
存
在
は
何
等
之
を
論
諮
す
る
根
油
田
正

な
h
得
な
い
V
o
其
理
山
如
何
正
云
ふ
に
、
土
地
資
本
の
利
用
形
態
(
例
へ
ば
資
本
財
の
穏
類
‘
歎
最
の
如
き
)eT抽
宵

働
の
数
量
増
加
に
肱
じ
て
麹
化
せ
し
め
て
ゆ
〈
な
ら
ば
、
な
る
ほ
ど
勢
働
の
増
加
に
伴
ひ

τ生
産
力
の
逓
減
ゐ
h

ご
践
め
得
る
ニ
ご
が
多
い
で
あ
ら

5
0
然
れ
ど
も
此
利
用
形
態
を
現
に
ゐ
る
が
ま
、
の
も

ω
ご
し
て
.
勢
働
の
最

終
車
位

ω
添
加
に
よ
'
り
て
得
ら
る
、
も
の
が
以
前
の
、
卸
も
他

ω
翠
位

ω
そ
れ
よ
bJ
も
小
な
h
Z
は
明
言
せ
ら
れ

得
ま
い
、
前
者
は
寧
ろ
後
者
よ
bJ
も
大
な
る
を
一
一
般
ご
す
る
で
は
な
か
ら
う
か
。
最
初
の
箪
位
の
如
き
は
何
等
の

駒

難

捗

融

自

理

論

第
二
十
九
容

士

第

規

七



論

讃

捗

銀

白

理

論

第
二
十
九
巻

入

第
一
一
概

八

生
産
カ
を
も
あ
げ
得
泊
ご
す
ら
考
へ
ら
れ
る
。
同
車
し
て
然
b
t
す
れ
ば
、
限
界
問
中
位
の
生
産
力
に
よ
b
て
努
銀
が

決
定
せ
ら
る
ご
す
る
以
上
.
柑
労
銀
が
金
生
産
物
の
償
額
を
超
過
す
る
こ
ご
の
可
抱
な
る
こ
ご
も
明
白
で
あ
る
o

勿

論
企
業
者

ω折
算
は
最
絡
の
労
働
の
軍
位
を
第
銀
正
等
し
き
ま
で
に
増
加
せ
む
ご
カ
め
品
で
め
ら
う
己
は
云
へ
、

彼
の
ま
づ
求
む
る
ご
'
』
ろ
は
最
大
内
牧
盆
で
あ
る
。

一
定
の
資
本
に
よ
h
て
到
達
せ
ら
る
べ
き
最
有
利
の
生
産
需

要

ω組
械
を
求
め
る
、

そ

ω結
川
荒
限
界
持
働
者
の
債
格
生
産
力
が
妙
畑
臓
を
超
池
す
P
O

」
己
は
い
〈
ら
で
も
め
'
9
3

る
。
而
し
て
そ
れ
以
上
労
働
を
増
加
し
得
ざ
る
可
能
も
認
め
ら
る
べ
き
で
ゐ
る
。
か
く
て
、
私
が
別
に
説
明
し
た

る
ご
己
〈
、
此
皐
設
は
労
働
問
早
位
の
静
的
増
加
(
資
本
形
態
卸
ち
資
事
財
内
容
の
説
化
合
仲
は
さ
る
)
Z
動
的
増
加

(
資
本
形
態
の
鎚
化
を
件
へ
る
)
芭
を
混
同
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
此
皐
訟
は
進
み
て
同
一
の
機
構
に
よ
り
て
資
本

の
利
子
の
決
定
を
正
き
・
利
子
ビ
労
銀
正
に
よ
b
τ
金
生
産
物
償
額
の
蔽
ひ
謹
古
る
べ
き
こ
ピ
を
論
中
れ
ど
も
、

如
上
の
理
由
に
よ
b
、
此
鮎
の
立
論
全
然
成
立
せ
A
V
E
見
る
外
は
な
い
。
共
他
の
雑
粘
に
つ
い
て
は
今
諸
に
詳
説

す
る
必
要
な
し
ご
信
中
る
。

勢
銀
の
生
産
力
事
裁
正

L
て
数
ふ
べ
き
も
の
に
は
第
二
の
も
の
が
ゐ
る
。
ぞ
れ
は
勢
銀
が
限
界
叫
労
働
者
の
生
産

カ
に
よ
h
τ
定
ま
る
も
の
ご
見
る
に
せ
よ
、
見
F
る
に
せ
よ
。
其
献
は
別
正
し
て
、
生
産
物
倒
磁
の
中
・
労
働
に

蹄
風
せ
し
め
ら
る
る
部
分
、
郎
も
勢
働
の
一
般
生
産
力
が
労
銀
を
決
定
す
る

Z
云
ふ
聞
申
設
で
ゐ
る
。
こ
れ
に
あ
b

て
は
勢
働
的
生
産
力
が
全
部
己
し
て
勢
銀
を
決
定
す
る
。
ぞ
れ
が
残
ら
十
労
銀
ご

L
て
支
梯
は
る
、
や
否
や
は
別



問
題
正
し
て
も
労
働
に
謝
す
る
需
要
の
上
限
を
限
る
わ
り
で
め
る
(
限
芥
の
原
理
を
認
む
る
正
す
れ
ば
、
各
晶
骨
働

の
煩
儲
は
此
生
産
一
・
刀

ω平
均
に
等
し
い
、
何
ピ
な
れ
ば
、

彼
等
は
代
替
性
を
有
す
る
か
ら
。
而
も
こ
の
倒
値
の

大
き
は
限
芥
労
働
者
の
貢
献
に
よ
b
て
定
ま
る
。
た
い
V

此
限
界
的
一
民
献
は
限
界
帥
労
働
ピ
見
ら
る
、
単
位
の
央
失
に

よ
h
τ
、
決
せ
ら
れ
十
ピ
す
る
の
み
)
Q

而
し
て
此
一
般
生
産
力
は
如
何
に

L
て
決
定
せ
ら
る
、
か
。
ま
づ
、
生

産
物
の
償
額
が
残
b
な
〈
生
産
要
素
に
配
質
せ
ら
品
、
や

L
次
に
比
配
蛍
が
生
産
要
素
の
秘
々
な
る
組
合
せ
の

比
較
に
よ
り
て
方
稜
式
の
根
を
求
め
る
方
法
を
以

τ行
は
る
、
ゃ
う
、
此
一
一
の
僚
件
を
み
た
す
仕
方
の
外
は
な
い

ぜ一五
-
A
O

比
結
果
ご
し
て
、
各
生
産
要
議

ω生
産
力
が
相
仕
し
7
L
生
産
物
倒
制
の
全
部
を
な
す
こ
正
、
な
る

Q

さ

て
、
助
見
解
に
就
い
て
考
ふ
る
仁
、
第
一
、
此
飾
尉
計
算
は
全
然
遂
行
不
可
能
な
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
、
そ
の

次
第
は
別
ド
詳
論
す
る
こ
正
、
し
占
う
。
第
一
一
、

よ
し
か
、
る
比
紋
方
法
に
よ
る
計
算
が
可
植
で
ゐ
る

E
し
て

色
、
ぞ
れ
は
生
産
要
索
、

た
正
へ
ば
券
働
の
生
産
力
が
そ
の
倒
格
た
る
勢
銀
を
決
定
す
る
ご
云
ム
こ
ど
を
必
宇
し

も
・
論
詰
す
る
も
の
で
は
な
い
。
私
共
の
立
場
か
ら
は
、
そ
れ
は
偶
、
費
用
印
も
生
産
要
素
の
樹
格
が
生
産
物
の

債
格
を
決
定
し
、
後
者
己
前
者
の
飽
和
ピ
の
聞
に
均
等

ω閥
係
あ
る
こ
ご
を
不
す
に
外
な
ら
ぬ
。
此
主
張
を
戸
川
け

っ
、
.
逆
に
生
産
物
の
債
格
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
財
に
残
b
無
(
配
賞
せ
ら
る
、
結
巣
正
し

τ、
生
産
財
の
償
格

が
此
配
骨
回
せ
ら
れ
た
る
大
苫
仁
よ
b
決
定
せ
ら
れ
る
ご
一
五
ふ
一
帯
を
主
扶
す
る
論
協
は
い
づ
・
』
に
存
す
る
か
。

特
じ
て
、
所
謂
比
較
算
法
に
よ
る
婦
嵐
計
算
の
不
可
能
な
る
事
情
を
過
ぺ
る
。
第
一
、
生
産
要
素
の
禄
々
な
る

論

議

捗

拙

白

租

駒

第
二
十
九
巻

;1， 

第

掛

ゴι



諭

誰

捗

鋭

由

理

論

第
二
十
丸
谷

四
O 

第

蹴

凹

O 

組
合
せ
を
一
市
す
と
こ
ろ
の
生
産
方
程
式
(
生
産
財
の
債
格
数
量
ピ
生
産
物
的
債
格
数
量
ど
を
等
泣
し
た
る
方
程
式
)

の
比
較
に
よ
b
、
そ
の
根
ご
し
て
生
産
財
の
生
産
カ
を
求
む
る
に
嘗
h
、
生
産
財
生
産
物
の
双
方
を
等
し
〈
数
侍

し
た
る
場
合
な
は
そ
こ
じ
均
等
の
関
係
が
認
め
ら
れ

τゐ
る
。
し
か
し
組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則
を
前
提
ご
す
る

以
上
、
こ
れ
は
許
し
が
た
き
こ
Z
で
ゐ
る
。
従
ひ
て
比
較
算
法
は
そ
の
出
俊
鮎
よ
b
克
ら
難
詰
凶
雑
に
迎
泌
す

る
。
第
二
・
各
方
税
式
山
う
も
仁
は
労
働
・
土
地
‘
資
本
の
如
き
生
産
要
素

ω外
に
、

な
ほ
味
川
叫
姉
崎
せ
ら
る
市
、

昌
吉
川
岡
純
の
未
知
な
る
も
の
と
し
て
企
業
又
は
企
業
者
的
地
位
が
あ
る
。
而
し
で
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
肱
じ

て
異
な
る
。
か
〈
て
何
れ
の
生
産
方
税
式
も
ぞ
れ
ぞ
れ
の
生
産
要
素
の
同
情
他
を
未
知
数
ピ
し
て
有
す
る
外
・

))11 

此
企
業
停
に
こ
ご
な
る
木
知
数
を
有
す
る
ω

此

ω一
如
〈
に
し
て
、

か
の
生
産
方
税
式

ω根
は
永
久
に
求
め
ら
る
〈

〈
も
な
い
。
或
は
静
態
に
ゐ
・
り
て
は
た

v
企
業
者
勢
鋭
の
み
ゐ
'
り
て
、
狭
義
的
企
業
利
湖
、
従
ひ
て
企
業
的
地
位

に
儲
尉
せ
ら
る
べ
き
煩
値
な
し
ご
す
る
こ
ご
に
よ
り
、

一
見
此
困
難
を
取
除
、
き
う
る
か
に
見
え
る
。
然
れ
ど
も
静

態
は
一
の
理
想
型
的
欣
態
で
ゐ
h
、
現
質

ω縦
横
に
於

τそ
の
完
全
な
る
賞
現
を
認
む
べ
〈
も
な
い
。
奥
へ
ら
る

、
も
の
は
怖
に
此
貨
現
放
態
か
ら
常
に
一
定

ω距
離
に
於
て
あ
る
。
然
ら
ば
輿
へ
ら
る
、
正
ニ
ろ
の
諸
財
的
樹
値

の
比
較
か
ら
、
如
何
じ
し
て
生
産
財
へ
の
倒
伯
蹄
脱
が
可
能
で
あ
る
か
、
数
多
の
方
程
式
の
比
肢
か
ら
枝
Z
L
て

の
個
師
厨
耐
恨
価
は
算
出
し
う
べ
か
ら

5
る
筈
で
あ
る
、
蓋
し
諸
生
産
財

ω欄
値
正
生
産
物
の
贋
値
芭
の
聞
に
一
定
の

閥
係
は
存
立
し
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
。
第
三
、
此
蹄
風
計
算
に
よ
ち
て
求
め
出
さ
む
ご
す
る
も
の
は
、
企
業
岩
の



心
理
を
支
配
す
る
打
算
で
あ
る
。

一
定

ω生
産
財
に
如
何
な
る
債
値
を
蹄
屈
せ
し
め
、
従
ひ

τこ
れ
仁
よ
ち
て
其

需
要
倒
格
を
決
定
す
る
や
ご
一
五

ι問
題
的
答
鮮
が
求
め
ら
る
、
己
こ
ん
で
あ
る
。
而
し
て
、
現
賞
に
企
業
者
の
笹

む
ご
こ
ろ
は
、
自
己
の
利
用
す
る
諸
生
産
財
己
生
産
物
ご
の
債
格
数
量
等
の
比
較
に

Lτ
、
他
腕
の
企
業
の
そ
れ

ら
に
立
入
る
り
で
は
な
い
。
然
る
に
、
所
謂
比
較
崎
県
法
に
よ
る
蹄
嵐
計
算
は
多
純
類
の
企
業
に
於
け
る
生
産
財
芭

生
産
物
ご
の
闘
係
を
も
商
品
且
の
資
料
正
す
る
。
こ
れ
は
明
に
、
企
業
者
の
心
理
ご
背
馳
す
る
。
彼
等
の
笹
利
的
行

動
は
決
し
て
か
、
る
比
較
斡
掛
け
出
に
よ
h
て
支
配
せ
ら
れ
て
は
ゐ
な
い
。
第
四
、
す
、
み
て
若

L
、
か
、
る
算
拾
に

よ
h
て
到
述
せ
ら
品
、
も
の
が
限
界
貢
献
又
は
限
外
生
産
力
で
ゐ
ゐ
正
一
式
ム
な
ら
ば
・

ぞ
れ
は
許
し
が
た
き
F
U
Z

許
し
う
べ
き
も
の
は
、
最
終
草
位
の
喪
失
又
は
獲
得
じ
よ
ち
て
朱
は

れ
叉
は
待
ら
る
、
ご
こ
ろ
の
生
産
力
に
す
ぎ
な
い
ー
で
あ
ら
う
。

で
あ
る
ピ
思
ふ

o
m調
限
界
生
産
力
ご
し

何
本
文
に
於
て
間
分
離
に
刷
す
る
生
産
底
力
設
を
二
分
し
た
ω

而
し
て
限
非
生
能
力
設
の
代
去
的
な
る
も
の
と
し
て
私
自
叙
迅
し
た
る
も
の
は
タ
ラ

ナ
ク
白
持
組
前
ず
あ
る
。
た
出
私
は
今
吉
て
し
ば
し
ば
此
皐
枕
を
分
併
し
批
判
し
た
る
が
故
に
、

ζ

&

に
は
そ
れ
を
評
論
す
る
こ
止
を
さ
け
た
。
私

の
は
前
内
通
事
ぃ
r
品
世
間
せ
ら
れ
る
こ
と
を
内
ぞ
む
。
私
は
此
串
説
を
以
て

L
て
は
、
所
調
生
産
物
情
持
品
』
咋
一
産
財
旧
慣
椛
と
の
一
致
が
論
経
せ

ιる

へ

t
も
な
い
、
む
し
ろ
後
者
由
利
が
前
者
よ
り
も
大
な
る
可
能
が
諭
誰
せ
ら
れ
う
べ
し
と
信
ず
る
も
白
で
あ
る
。

私
が
一
般
土
産
力
設
と
し
て
遮
£
た
る
と
ζ

ろ
は
、
大
峰
に
於
て
ず
ィ
ィ

f
ア
白
且
解
て
あ
る
。

ζ

札
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
ニ
白
事
例
E
附

記
す
る

Q

先
づ
、

一
般
生
産
力
説
と
し
て
逃
ぶ
べ
き
も
自
に
は
単
に
適
切
な
る
も
由
が
あ
る
て
あ
ら
う
。
ヴ
ウ
ィ
ヂ
ネ
ク
・
日
晶
ウ

T
Y
ホ
ル
ス
ト

の
加
告
は
、
リ
カ
ル
ド
、
チ
ユ
ウ
ネ
ン
四
ほ
恥
、
ロ

4
4
t
」
ル
ツ
ス
、
ケ
り
イ
、
セ
フ
レ
な

rを
あ
げ
て
ゐ
る
(
私
は
こ
れ
ら
の
串
者
の
扱
銀
読
を

面市

議

~q 

捗

鋲

の

理

論

第
二
十
丸
容

第

凱

Rq 

純桝 串 研 究 、 第一樹、タヲアク研究、三n叫下。



論

議

掛

銀

由

理

論

第
二
十
九
巻

四

第

櫨

四

静
に
し
な
い
)
。
し
か
し
、
な
る
べ

t
な
ら
ば
、
設
返
白
有
力
な
る
串
者
白
且
解
を
吟
味
し
た
い

a思
っ
て
ず
ィ
ィ
ザ
ア
誌
を
吟
味
す
る
こ
と
に
し

た
。
衣
に
ず
ィ
ィ
ザ
ア
の
勢
組
設
は
自
ら
得
し
て
限
界
止
産
力
説
と
云
ふ
。
然
れ

rも
私
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
奮
と
と
の
意
味
白
限
井
生
車
力
設

で
は
な
い
.
捗
棋
を
決
定
す
と
且
ら
る
る
と
ζ

る
の
所
訓
必
働
の
限
界
一
H
献
は
モ
の
貨
勢
硝
由
一
般
生
品
川
力
に
外
な
ら
ぬ

ω
で
あ
る
。
と
由
と
と

位
、
そ
山
師
嵐
川
中
説
副
十
分
に
説
明
す
る
。
此
臨
界
1
A
献
は
捗
働

ω
品
特
由
一
山
単
位
由
良
先
に
よ
り
て
失
は
る
る
生
産
力
で
は
な
い
。
此
北
方
は
そ

の
単
位
向
労
働
山
北
位
力

d
、
と
れ
に
協
働
し
た
る
資
本
土
地
山
生
注
力
を
も
骨
叫
て
か
由
単
位
の
止
産
力
と
み
る
危
険
を
合
む
。
こ
れ
が
す
て

に
.
一
般
K
山
町
此
せ
ら
る
る
臥
削
針
生
止
力
以
川
内
山
も
む
を
阻
山
・
に
凶
げ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
然
、
b
ぱ
砂
一
倒
心
限
界
対
献
は
如
何
に
し
て
計
算
せ

ら
る
る
か
。
日
〈
、
た
い
、
比
較
算
詰
(
こ
れ
は
払
白
川
引
事
れ
る
む
叫
に
於
て
)
に
よ
る
の
み
。
か
く
て
、
此
算
誌
に
よ
り
て
求
め
ら
る
る
と
と
る
は

捗
働
の
す
べ
て
山
単
位
に
印
刷
す
る
そ
山
北
点
力
に
外
な
ら
向
。
で
あ
る
。
帥
越
山
'
川
〈
凶
+
4
H
問
。
。
-
ω
同
十
四
H
M
U
0
・
h
p
一
イ
+
1
N
H
h
u
u

目
・
同
目
や
0
・
十
吋
u
o
-
N
m
u
h
y
Q
で
あ
る
と
す
る
。

X
が
凹

O
て
あ
る
と
一
百
ふ
白
位
、
説
経
問
中
位
白
喪
長
、
獲
得
に
仲
ふ
似
他
山
榊
滅
か
ら
は
何
も

明
に
せ
ら
れ
な
い
。
削
ち
そ
れ
は
限
非
止
班
力
と
は
見
る
eへ
か
ら
ぎ
る
も
の
て
あ
る
。

き
て
私
自
疑
問
は
ま
づ
此
持
法
そ
白
も
の
の
よ
に
な
げ
か
け
ら
れ
る
。
前
掲
の
方
組
式
を
解
〈
た
め
に
は
何
十
吋
H
H
8
4
P
ら
、
M
M
内
十
N
4
H
N
B

旧
式
止
得
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
而
も
、
組
織
に
よ
る
怖
約
由
法
則
が
支
配
す
る
目
上
.
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
許
し
が
た
い
こ
主
「
あ
る
。
所
闘
技
術

の
一
定
、
従
H
V

て
技
術
係
蜘
山
一
定
が
あ
る
の
と
斥
け
れ
ば
同
+
4
H
E
υ
で
あ
る
か

ιと
て
、
N
凶
+
N
4
H
N
白
布
逃
が
一
一
，
H
で
あ
る
か
坑
百
で

あ
る
か
は
た
ピ
事
貸
そ
の
も
の
に
つ
い
て
知
ら
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
。
技
術
保
般
を
一
定
と
す
れ
ば
此
困
難
は
な
'
旬
、
な
る
。
掠
れ
ど
も
此
慨
広
そ
の

も
の
は
あ
ま
切
に
剖
武
と
か
げ
離
れ
て
ゐ
る
。
究
に
、
ず
ィ
イ
ザ
ア
自
身

o
f
に
上
れ
ほ
、
企
業
者
所
初
郎
ち
刑
制
は
企
講
者
白
地
位
に
師
団
崩
せ
し

む
べ
き
部
分
亡
あ
旬
、
そ
れ
は
企
業
ど
主
に
却
な
る
。
町
制
一
般
師
屈
に
よ
り
て
知
ら
る
る
一
般
的
止
産
則
山
倒
値
を
引
き
去
ゆ
た
る
山
間
伶
を
特
殊

別
に
跡
胤
せ
し
め
る
と
云
ふ
特
叫
服
組
白
方
法
に
よ
り
て
求
め
ら
れ
う
る
も
の
で
あ
る
(
叶
F
O
O

コF
印

-
N
2
・
)
。
然
り
と
す
れ
ば
、
事
貨
の
生
産
に

よ
り
て
拠
へ
ら
る
る
方
位
式
は
凶
+
〈
N
4
0
0
.
て
は
な

f
し
て
、
何
十
J
R
J
N
H【

B
て
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
そ
の
他
山
す
べ
て
の
立
民
方
程
式

も
み
な
新
な
る
未
知
釦
Z
2
r
s
た

rを
合
む
。
N
何
十
U
N
+
N
N
H
N
宮
司
事
同
+
M
N

工、
ω
N
M
U
。
で
あ
る
。
と
れ
ら
自
方
利
式
を
も
み
」
に
し
て
は
一

般
肝
脚
風
師
ち

X
Y
な
ど
由
根
を
求
め
る
と
と
も
、
特
昧
師
凪
卸
ち
Z
I
5
2
0
値
を
求
め
る
と
と
も
、
す
べ
て
原
則
的
に
不
可
能
で
あ
る
。



僻
に
若
し
ず
イ
イ
ザ
ア
の
誼
〈
が
如
き
師
届
計
算
が
可
硝
で
あ
る
'
と
す
る
な
、
b
ば
、
た
と
へ
ば

X
の
告
単
位
は
皆
等
し
〈
凹

0
0
慣
価
を
有
す
る

で
あ
ら
う
。

ζ

れ
は
グ
ィ
イ
ザ
ア
町
立
場
か
ら
は

X
U
限界一一
A
献
に
よ
り
て
定
ま
る
と
す
る
に
せ
よ
、

X
白
臨
界
止
底
力
は
そ
の
一
軍
位
の
喪
先
に

上
り
て
先
は
る
と
且
る
一
般
の
立
場
か
ら
見
れ
ぽ
、
ま
こ
と
白
臨
界
生
産
力
で
は
な
い
@
従
ひ
て

X
の
有
す
る
問
。
位
五
つ
各
市
位
に
通
有
な
る
一

舵
生
産
力
て
あ
る
。
此
訟
叫
に
於
て
、
私
は
そ
れ
量
一
般
止
庄
力
説
左
名
づ
け
た
。
捗
組
山
詞
聞
と
し
て
比
単
訟
の
有
す
る
節
一
山
雄
知
は
前
辿
白

如
〈
、
計
算
方
訟
由
治
行
不
加
に
あ
る
。
部
二
山
雄
鮎
は
(
本
文
に
於
C
は
計
算
不
可
拙
心
開
山
と
し
て
も
般
へ
た
の
で
あ
る
が
)
恥
〈
し
て
師
踊
せ

ら
る
る
倒
他
出
川
市
し
て
企
業
者
の
計
算
を
宜
阻
す
る
も
の

Z
あ
る
か

k
式
ふ
こ
と
で
る
る
。
か
h

る
崎
川
岨
の
計
算
計
」
『
分
に
遅
行
せ
ら
れ
う
る
も
の

で
あ
る
唱
と
し
て
も
、
そ
山
仙
値
山
大
さ
が
訓
到
に
企
染
者
山
拘
算
に

t
り
来

b
p
と
す
る
な
ら
ば
、
此
即
脳
も
た
げ
、
怖
視
者
乃
一
主
申
者
内

rJ
へ
b
M
て

あ
る
に
止
ま
る
。
事
民
心
分
聞
を
回
附
す
る
削
前
と
し
て
は
、
何
俸
の
芯
識
も
な

γ
も
同
で
あ
る
だ
れ
う
。
品
柄
る
民
、
県
へ
ら
れ
た
る
方
組
式
か

b

k
b」
「
ば
瓦
山
似
を
求
め
る
に
は
、
企
来
者
仕
自
己
の
企
業
ば
か
り
亡
は
な
〈
、
他
心
あ
k
た
山
柿
訓
仙
の
産
業
に
立
リ
て
、

-4A
博
史
と
生
丘
剖
と
の

闘
停
止
し
ら
べ
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
こ
れ
は
事
貨
に
於
て
不
可
砧
て
も
あ
る
し
、
丸
山
叫
に
措
ど
す
べ

C
自
企
業
者
自
な
さ
ぎ
る
と
こ
ろ
ど
あ
る
。
県

L
て
然
り
と
す
れ
ば
、
一
山
企
議
小
唱
が
-
入
山
妙
働
者
か
ら
ど
れ
丈
吋
の
収
益
を
持
、
一
目
械
械
か
ら
ど
れ
だ
け
白
収
益
止
符
る
か
と
一
百
ふ
ζ

と
圭〉

考
へ
る
、
曲
賞
際

ω
自
算

ω内
部

ι立
入
る
叫
が
時
間
調
内
前
山
行
事
で
あ
る
と
一
回
必
グ
ィ
イ
ザ
ア
回
目
的
は
何
部
達
成
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

グ
ィ
イ
ザ
ア
の
あ
げ
た
る
方
組
式
は
私
山
立
場
か
ら
詰
へ
ば
、
止
産
財
山
倒
柿
と
止
血
物
山
伺
椅
と

ω
均
等
胤
輔
を
示
し
、
従
て
北
陸
技
法
川
山
支

配
批
麗
を
一
不
す
も
?
と
し
て
.
(
幹
晶
に
解
州
押
せ
ら
る
バ
き
も
の
て
あ
る
。

X
の
倒
値
が
削

O
て
あ
る
が
故
に
、
列
記
せ
ら
れ
た
る
方
位
式
出
成
正
・
ず

る
。
事
貨
に
よ
り
て
あ
れ
だ
げ
の
方
程
式
が
叫
へ
ら
る
る
が
此
に
、
は
じ
め
て

X
ω
倒
悩
が
凹

O
止
H
A
杭
ら
る
る
わ
げ
て
は
な
い
。

た
ほ
帆
世
相
酬
に
闘
す
る
叫
典
生
産
力
説
は
泣
時
由
労
鋭
誌
の
代
議
的
の
も
の
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
加
へ
ら
る
る
批
静

由
一
ニ
を
考
官
配
し
て
H
A
よ
フ
。
力
ヅ
セ
ル
は
其
倒
絡
仙
成
。
一
般
的
則
論
従
ひ
て
、
相
刷
的
に
倒
椅
針
決
定
せ

ιれ
る
と
一
両

A
立
場
か
ら
一
同
ん
。

限
界
生
産
力
自
瞳
が
す
亡
に
客
翻
的
に
拠
へ
ら
れ
た
似
掛
憎
成
田
問
姐
山
凶
棄
を
一
市
す
も
白
で
は
な
〈
し
て
、
世
際
に
於
い
て
川
越
の
未
知
動
。
一

て
あ
る
、
時
四
億
山
未
剛
般
と
共
に
謝
壮
曹
の
地
位
を
山
め
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
抗
議
配
中
立
て
ね
ば
な
ら
一
向
。
曲
み
て
ま
た
、
妙
働
を
脂
多
白
異
な

れ
る
生
成
部
門
に
使
用
す
る
坊
合
に
は
、
具
挫
的
な
る
限
界
生
産
物

'E苫
ム
見
解
剖
不
可
前
と
な
る
。
阻
岡
持
止
能
力
は
あ
ら
ゆ
る
生
産
部
門
で
同
一

論

議

第

凱

gg 

第
二
十
九
巻

掛
川
叫
由
理
論

.g 
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諭

勢

判

蹴

四

四

諦

第
二
十
九
巻

回
岡

第

貌

議

岡
田

ア
シ

M
m
4
w

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
.
各
地
。
生
最
物
の
倒
格
に
つ
匂
て
有
す
る
分
前
と
解
す
る
こ
と
が
由
市
る
に
止
ま
る
。
然
る
に
此
倒
絡
は
か
ゐ
る
捗

働
が
す
〈
て
の
生
A

阿
部
門
に
於
で
同
一
円
倒
防
止
柑
な
け
れ
ば
hu
ら
由
と
一
五
ふ
儲
刊
に
主
配
せ
ら
札
て
ゐ
る
。
さ
う
す
れ
ば
、
此
抗
日
働
自
問
界
生
産

力
は
此
償
給
以
外
山
も
の
と
正
義
ナ
る
わ
け
に
行
か
刷
。
何
と
な
れ
ば
比
倒
栴
こ
そ
は
此
捗
働
が
生
産
物
の
償
椛
に
寄
興
し
た
も
の
を
指
示
す
る
か

ら
て
あ
る
叫
然
ら
ば
必
鋭
が
M
M
仰
心
臥
界
生
産
力
に
よ
り
て
定
金
る
と
一
百
ふ
市
姐
は
ナ
ベ
て
樹
立
白
話
時
を
先

L
。
而
し
て
ア
モ
ン
に
於
て
も
此
凡

解
剖
晴
ど
そ
の
一
ま
h

に
う
け
つ
が
れ

τゐ
る
の
を
見
る
。
そ
し
亡
、
ア
モ
ン
は
百
ふ
。
幼
働
の
個
個
又
は
捗
飢
は
究
極
そ
白
限
界
生
能
力
と
同
-
物

5
 

て
あ
る
、
何
止
な
れ
ば
肌
品
4
一
能
力
向
抗
日
銀
止
し
て
主
蜘
む
る
る
を
の
と
云
」
ζ

と
を
富
山
す
る

K
列
む

ι山
か

ιと
E

さ
で
私
は
詩
財
山
倒
叫
刊
に

川
相
剛
山
刑
あ
る
こ
と
を
世
記
す
る
心
て
は
な
い
噌
た
い

h

仙
山
路
件
記
}
臓
な
り
と
見
る
似
定
的
下
に
於
て
、
判
が
捗
舗
の
大
さ
を
決
定
す
る
か
と

↓
耳
ふ
機
怖
を
求
む
る
山
品
而
し
て
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
べ
き
は
別
に
説
明
し
た
る
が
如
〈
で
あ
る
。
而
し
て
か

-Je
立
場
か
ら
見
る
。
捗
働
白
眼

山
f
A能
力
を
捗
組
と
同
一
ー
な
り
と
H
A
る
位
前
ら
ず
と
以
」
@
捗
舗
は
捗
倒
に
文
御
は
る
込
伺
絡
で
あ
る
。
而
し
て
捗
働
の
臥
県
生
産
力
は
、
生
産
物

倒
柿
中
、
限
鼻
持
酬
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
削
ち
そ
の
中
山
一
部
分
で
あ
る
。
ニ
者
は
州
都
し
か
ら
む
と
す
る
側
向
を
有
す
と
云
ふ
に
止
ま
る
、

二
者
を
同
一
な
り
と
は
一
五
日
待
ま
い
1
3

ア
モ
シ
は
ま
た
云
ふ
、
蝿
格
と
し
て
白
限
界
生
法
力
は
摘
立
し
た
る
大
さ
で
は
な
(
て
、
倒
他
形
成
過
程
に

於
て
同
市
成
せ
ら
札
る
、
而
し
で
療
臨
も
之

E
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
、
か

t
て
此
捗
銀
設
は
術
環
論
説
に
陥
る
と
。

L
か
し
、
こ
れ
は
限
界
掛
川
詑

に
立
っ
か
ぎ

p
、
か
の
倒
椅
が
野
叫
に

k
q
て
は
支
配
せ
ら
れ
ぬ
か
ら
、
術
現
諭
躍
に
な
る
と
は
一
耳
へ
向
で
あ
ら
う
。
な
ほ
、
限
非
生
産
力
自
値
訴

事
制
的
に
拠
へ
ら
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
且
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
勢
働
の
仇
粉
を
-
{
正
せ
る
も
白
是
考
ふ
る
限
り
、
帥
担
保
か
ら
描
宜
に
決
定

せ
ら
れ
う
る
も
心
て
あ
ら
う
。
努
働
の
供
給
が
]
定
し
、
中
一
庇
技
術
一
定

L
、
蹄
買
力
と
需
要
凶
設
が
県
へ
ら
れ
て
ゐ
る
正
す
れ
ば
、
と
れ
か
ら
捗

仙
の
山
山
介
止
品
力
は
決
定
せ
ら
れ
、
而
し
て
、
何
等
未
知
世
と
考
ふ
べ
き
も
由
で
は
な
い
。
従
日
て
私
は
と
由
議
論
。
組
立
そ
の
も
自
に
つ
い
て
、

之
E
非
難
し
よ
ら
と
は
忠
紅
白
。
た
H
h

、
事
武
山
相
互
刷
師
J
、
此
限
界
生
陀
力
、
と
般
世
銀
と
の
開
山
距
離
を
認
む
る
の
か
な
ら
ず
、
よ
し
そ
れ
ら
が

合
一
す
る
に
し
て
も
そ
ζ

に
立
障
費
法
則
自
作
川
を
且
る
と
云
ふ
に
止
ま
る
。
私
心
車
場
か
ら
は
、
捗
働
白
眼
悶
針
生
産
力
が
駄
目
鋭
と
等
し
か
ら
ざ
る

可
能
口
柚
め
て
書
き
の
み
な
ら

f
、
そ
白
利
等
し
き
場
合
に
あ
9
て
も
、
そ
れ
は
眼
目
針
生
徒
力
が
接
融
止
決
定
し
た
る
結
果
に
非
ず
し
て
、
捗
銀
出

限
界
生
徒
物
白
個
拍
刊
を
決
定

L
た
る
鮪
呆
で
あ
る
。
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